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広島市下水道局河川課
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河川事業の概要河川事業の概要河川事業の概要河川事業の概要
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明治明治明治明治29年年年年
（（（（1896年）年）年）年）
明治明治明治明治29年年年年
（（（（1896年）年）年）年）

治水

河川法改正の流れ河川法改正の流れ

旧河川法旧河川法

昭和昭和昭和昭和39年年年年
（（（（1964年）年）年）年）
昭和昭和昭和昭和39年年年年
（（（（1964年）年）年）年）

治水 利水++

新河川法新河川法

治水・利水の体系的な河川制度の導入

・水系一貫管理制度の導入

・利水関係規定の整備

近代河川制度の誕生

平成平成平成平成9年年年年
（（（（1997年）年）年）年）
平成平成平成平成9年年年年
（（（（1997年）年）年）年）

治水 利水

環境

改正河川法改正河川法改正河川法改正河川法改正河川法改正河川法改正河川法改正河川法

治水・利水・環境の総合的な河川制度の導入

・河川環境の整備と保全

・地域の意見を反映した河川整備の計画制度の導入

●●●● 河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向 （河川法改正の流れ）（河川法改正の流れ）（河川法改正の流れ）（河川法改正の流れ）

3333

● 河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向 （河川整備計画）（河川整備計画）（河川整備計画）（河川整備計画）

4444

県では、平成１２年度から順次、水系・ブロック単位で河川整備計画を策定県では、平成１２年度から順次、水系・ブロック単位で河川整備計画を策定県では、平成１２年度から順次、水系・ブロック単位で河川整備計画を策定県では、平成１２年度から順次、水系・ブロック単位で河川整備計画を策定

→→→→ 本市の事業も、これに基づいて実施本市の事業も、これに基づいて実施本市の事業も、これに基づいて実施本市の事業も、これに基づいて実施

河川整備計画とは河川整備計画とは河川整備計画とは河川整備計画とは

平成９年の河川法の改正により、位置付けられた計画制度平成９年の河川法の改正により、位置付けられた計画制度平成９年の河川法の改正により、位置付けられた計画制度平成９年の河川法の改正により、位置付けられた計画制度

今後、２０～３０年程度で整備・管理する内容を定めた今後、２０～３０年程度で整備・管理する内容を定めた今後、２０～３０年程度で整備・管理する内容を定めた今後、２０～３０年程度で整備・管理する内容を定めた
「具体的な川づくり」「具体的な川づくり」「具体的な川づくり」「具体的な川づくり」を示すものを示すものを示すものを示すもの

反映反映反映反映

・・・・学識経験者、関係市長村長の意見学識経験者、関係市長村長の意見学識経験者、関係市長村長の意見学識経験者、関係市長村長の意見

・地域住民アンケート・地域住民アンケート・地域住民アンケート・地域住民アンケート



●●●● 河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向 （増加傾向にある集中豪雨）（増加傾向にある集中豪雨）（増加傾向にある集中豪雨）（増加傾向にある集中豪雨）

５５５５

過去37年間（S51～H24）の降雨量を比較すると

時間50mm以上の大雨は 21.921.921.921.9回回回回/10/10/10/10年年年年

時間80mm以上の大雨は 2.02.02.02.0回回回回/10/10/10/10年年年年 程度の増加

時間50mm以上の雨は『非常に激しい雨』
時間80mm以上の雨は『猛烈な雨』と表現され、
視界が悪く車の運転等に危険を生じる。

時間50mm以上の年間観測回数 時間80mm以上の年間観測回数

気象庁ホームページ「アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化について」より

●●●● 河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向 （近年の災害から明らかになった新たな課題）（近年の災害から明らかになった新たな課題）（近年の災害から明らかになった新たな課題）（近年の災害から明らかになった新たな課題）

自然的状況の変化自然的状況の変化自然的状況の変化自然的状況の変化

水害・土砂災害・高潮災害等の頻発・激甚化水害・土砂災害・高潮災害等の頻発・激甚化水害・土砂災害・高潮災害等の頻発・激甚化水害・土砂災害・高潮災害等の頻発・激甚化

地球温暖化の影響と言われる気候変動による地球温暖化の影響と言われる気候変動による地球温暖化の影響と言われる気候変動による地球温暖化の影響と言われる気候変動による

・・・・局所的な集中豪雨の多発局所的な集中豪雨の多発局所的な集中豪雨の多発局所的な集中豪雨の多発

・・・・台風の激化台風の激化台風の激化台風の激化

・・・・海面水位の上昇海面水位の上昇海面水位の上昇海面水位の上昇 等等等等

社会的状況の変化社会的状況の変化社会的状況の変化社会的状況の変化

・・・・高齢者などの災害時要援護者の高齢者などの災害時要援護者の高齢者などの災害時要援護者の高齢者などの災害時要援護者の

被災が特徴的被災が特徴的被災が特徴的被災が特徴的

・・・・旧来型の地域コミュニティの衰退旧来型の地域コミュニティの衰退旧来型の地域コミュニティの衰退旧来型の地域コミュニティの衰退

・・・・水防団員の減少、高齢化などによる水防団員の減少、高齢化などによる水防団員の減少、高齢化などによる水防団員の減少、高齢化などによる

地域の共助体制の弱体化地域の共助体制の弱体化地域の共助体制の弱体化地域の共助体制の弱体化

自然的状況・社会的状況の変化への対応自然的状況・社会的状況の変化への対応自然的状況・社会的状況の変化への対応自然的状況・社会的状況の変化への対応

明らかになった新たな課題明らかになった新たな課題明らかになった新たな課題明らかになった新たな課題
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●●●● 河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向河川行政の動向 （今後の対策の基本的方向）（今後の対策の基本的方向）（今後の対策の基本的方向）（今後の対策の基本的方向）

今後の投資余力が限られる中で、今後の投資余力が限られる中で、今後の投資余力が限られる中で、今後の投資余力が限られる中で、
様々な規模の災害等からすべてを完全に防御することは困難様々な規模の災害等からすべてを完全に防御することは困難様々な規模の災害等からすべてを完全に防御することは困難様々な規模の災害等からすべてを完全に防御することは困難

目標を明確化し、重点的な対応に努め、被害の最小化を目指す目標を明確化し、重点的な対応に努め、被害の最小化を目指す目標を明確化し、重点的な対応に努め、被害の最小化を目指す目標を明確化し、重点的な対応に努め、被害の最小化を目指す

－「犠牲者ゼロ」に向けて－－「犠牲者ゼロ」に向けて－－「犠牲者ゼロ」に向けて－－「犠牲者ゼロ」に向けて－

※※※※ 水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について（答申）［平成２０年６月水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について（答申）［平成２０年６月水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について（答申）［平成２０年６月水災害分野における地球温暖化に伴う気候変化への適応策のあり方について（答申）［平成２０年６月社会資本整備審議会］社会資本整備審議会］社会資本整備審議会］社会資本整備審議会］

などを基に作成などを基に作成などを基に作成などを基に作成

・・・・施設を中心とした対策施設を中心とした対策施設を中心とした対策施設を中心とした対策（既存施設の有効活用・長寿命化、新規施設の整備（既存施設の有効活用・長寿命化、新規施設の整備（既存施設の有効活用・長寿命化、新規施設の整備（既存施設の有効活用・長寿命化、新規施設の整備等）等）等）等）

・・・・地域づくりと一体となった対策地域づくりと一体となった対策地域づくりと一体となった対策地域づくりと一体となった対策（土地利用の規制・見直し（土地利用の規制・見直し（土地利用の規制・見直し（土地利用の規制・見直し等）等）等）等）

・・・・危機管理対応を中心とした対策危機管理対応を中心とした対策危機管理対応を中心とした対策危機管理対応を中心とした対策（災害発生時の広域的な支援体制整備（災害発生時の広域的な支援体制整備（災害発生時の広域的な支援体制整備（災害発生時の広域的な支援体制整備等）等）等）等）

などを推進などを推進などを推進などを推進

基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向
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90.2km

区区区区 分分分分 延長延長延長延長

一級河川（国管理）一級河川（国管理）一級河川（国管理）一級河川（国管理）

一級河川（県管理）一級河川（県管理）一級河川（県管理）一級河川（県管理） 191.9km

二級河川（県管理）二級河川（県管理）二級河川（県管理）二級河川（県管理） 70.1km

準用河川（市管理）準用河川（市管理）準用河川（市管理）準用河川（市管理） 6.3km

●●●● 広島市域内の河川広島市域内の河川広島市域内の河川広島市域内の河川
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●●●● 広島市広島市広島市広島市の河川事業の河川事業の河川事業の河川事業 （広島市における主な被害）（広島市における主な被害）（広島市における主な被害）（広島市における主な被害）

近年、広島市を襲った自然災害による主な被害近年、広島市を襲った自然災害による主な被害近年、広島市を襲った自然災害による主な被害近年、広島市を襲った自然災害による主な被害

発生年月日発生年月日発生年月日発生年月日 呼呼呼呼 称称称称

被被被被 害害害害 内内内内 容容容容

死傷者死傷者死傷者死傷者 （人）（人）（人）（人） 家家家家 屋屋屋屋 （棟）（棟）（棟）（棟）

死者死者死者死者 ・・・・

行方不明者行方不明者行方不明者行方不明者
負傷者負傷者負傷者負傷者 全全全全 壊壊壊壊 半半半半 壊壊壊壊 一部損壊一部損壊一部損壊一部損壊 床上浸水床上浸水床上浸水床上浸水 床下浸水床下浸水床下浸水床下浸水

S57S57S57S57年年年年7777月月月月16161616日日日日 梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨 ６６６６ ２２２２ ５５５５ ４４４４ １５１５１５１５ ３３３３ ７０１７０１７０１７０１

S58S58S58S58年年年年9999月月月月26262626日日日日 台風台風台風台風10101010号号号号 １１１１ １１１１ １１１１１１１１ ２９５２９５２９５２９５

S62S62S62S62年年年年7777月月月月14141414日日日日 梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨 ２２２２ ２２２２ ４４４４４４４４

H3H3H3H3年年年年9999月月月月27272727日日日日 台風台風台風台風19191919号号号号 ２２２２ ５４５４５４５４ １８９１８９１８９１８９ ６３０６３０６３０６３０ ６，３１３６，３１３６，３１３６，３１３ ７３６７３６７３６７３６ ２，１３７２，１３７２，１３７２，１３７

H11H11H11H11年年年年6666月月月月29292929日日日日 梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨梅雨前線豪雨 ２０２０２０２０ ４５４５４５４５ ７４７４７４７４ ４２４２４２４２ ８５８５８５８５ １８３１８３１８３１８３ ３９２３９２３９２３９２

H11H11H11H11年年年年9999月月月月23232323日日日日 台風台風台風台風18181818号号号号 ４４４４ ３４３４３４３４ ４４４４ １，３８０１，３８０１，３８０１，３８０ ２７２７２７２７ １８５１８５１８５１８５

H13H13H13H13年年年年3333月月月月24242424日日日日 芸予地震芸予地震芸予地震芸予地震 ２８２８２８２８ １２９１２９１２９１２９ ６，８３６６，８３６６，８３６６，８３６

H16H16H16H16年年年年9999月月月月7777日日日日 台風台風台風台風18181818号号号号 １１１１ ６０６０６０６０ ６６６６ ６，００４６，００４６，００４６，００４ ６４６４６４６４ １２２１２２１２２１２２

H17H17H17H17年年年年9999月月月月6666日日日日 台風台風台風台風14141414号号号号 ３３３３ ３３３３ ７２７２７２７２ ７２７２７２７２ １１９１１９１１９１１９ １１７１１７１１７１１７

H18H18H18H18年年年年9999月月月月16161616日日日日 台風台風台風台風13131313号号号号 ２２２２ ２２２２ １１１１ ２７２７２７２７ １３１３１３１３ ４３４３４３４３

消防局資料より消防局資料より消防局資料より消防局資料より 9999

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （基本方針と事業の種類）（基本方針と事業の種類）（基本方針と事業の種類）（基本方針と事業の種類）

・・・・安全で快適に生活できる安全で快適に生活できる安全で快適に生活できる安全で快適に生活できる「災害に強いまちづくり」「災害に強いまちづくり」「災害に強いまちづくり」「災害に強いまちづくり」の推進の推進の推進の推進

・河川の持つ豊かな自然を活かした・河川の持つ豊かな自然を活かした・河川の持つ豊かな自然を活かした・河川の持つ豊かな自然を活かした
「水にふれることのできる河川環境づくり」「水にふれることのできる河川環境づくり」「水にふれることのできる河川環境づくり」「水にふれることのできる河川環境づくり」の推進の推進の推進の推進

治水対策事業（河川改修事業）治水対策事業（河川改修事業）治水対策事業（河川改修事業）治水対策事業（河川改修事業）

●●●● 都市基盤河川改修事業都市基盤河川改修事業都市基盤河川改修事業都市基盤河川改修事業（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）

●●●● 準用河川改修事業準用河川改修事業準用河川改修事業準用河川改修事業

●●●● 普通河川改修事業普通河川改修事業普通河川改修事業普通河川改修事業

環境整備事業環境整備事業環境整備事業環境整備事業

●●●● 河川環境整備事業河川環境整備事業河川環境整備事業河川環境整備事業（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）（一・二級河川が対象）

10101010

大塚川大塚川大塚川大塚川（おおつかがわ）（おおつかがわ）（おおつかがわ）（おおつかがわ） 安佐南区沼田町伴安佐南区沼田町伴安佐南区沼田町伴安佐南区沼田町伴

11111111

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業 1/2））））

都市基盤河川改修事業は、都市基盤河川改修事業は、都市基盤河川改修事業は、都市基盤河川改修事業は、県管理の県管理の県管理の県管理の
一・二級河川において、都市水害の増大一・二級河川において、都市水害の増大一・二級河川において、都市水害の増大一・二級河川において、都市水害の増大
に対処し、に対処し、に対処し、に対処し、地域行政との関連を踏まえた地域行政との関連を踏まえた地域行政との関連を踏まえた地域行政との関連を踏まえた
きめ細かい治水対策を進めるきめ細かい治水対策を進めるきめ細かい治水対策を進めるきめ細かい治水対策を進めるため、市がため、市がため、市がため、市が
施行主体となって改修を行うもの。施行主体となって改修を行うもの。施行主体となって改修を行うもの。施行主体となって改修を行うもの。
河川法第１６条の３河川法第１６条の３河川法第１６条の３河川法第１６条の３
「市町村長の施行する工事等」「市町村長の施行する工事等」「市町村長の施行する工事等」「市町村長の施行する工事等」 御幸川御幸川御幸川御幸川（みゆきがわ）（みゆきがわ）（みゆきがわ）（みゆきがわ）（（（（JR山陽本線ネック部解消）山陽本線ネック部解消）山陽本線ネック部解消）山陽本線ネック部解消） 西区田方西区田方西区田方西区田方

12121212

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業（都市基盤河川改修事業 2/2））））



瀬野川瀬野川瀬野川瀬野川（せのがわ）（せのがわ）（せのがわ）（せのがわ） 安芸区中野安芸区中野安芸区中野安芸区中野

13131313

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （河川環境整備事業（河川環境整備事業（河川環境整備事業（河川環境整備事業 1/2））））

河川環境整備事業は、河川環境整備事業は、河川環境整備事業は、河川環境整備事業は、県管理の一・二級河川に県管理の一・二級河川に県管理の一・二級河川に県管理の一・二級河川に
おいて、おいて、おいて、おいて、親水性や生態系に配慮した護岸、連続性親水性や生態系に配慮した護岸、連続性親水性や生態系に配慮した護岸、連続性親水性や生態系に配慮した護岸、連続性
を確保する高水敷のなどの整備を行うことにより、を確保する高水敷のなどの整備を行うことにより、を確保する高水敷のなどの整備を行うことにより、を確保する高水敷のなどの整備を行うことにより、
潤いとふれあいのある水辺空間の形成を進める潤いとふれあいのある水辺空間の形成を進める潤いとふれあいのある水辺空間の形成を進める潤いとふれあいのある水辺空間の形成を進めるため、ため、ため、ため、
市が施行主体となって改修を行うもの。市が施行主体となって改修を行うもの。市が施行主体となって改修を行うもの。市が施行主体となって改修を行うもの。
河川法第１６条の３「市町村長の施行する工事等」河川法第１６条の３「市町村長の施行する工事等」河川法第１６条の３「市町村長の施行する工事等」河川法第１６条の３「市町村長の施行する工事等」

運動会運動会運動会運動会 ウォーキングウォーキングウォーキングウォーキング

クリーンキャンペーンクリーンキャンペーンクリーンキャンペーンクリーンキャンペーン

14141414

鮎の放流鮎の放流鮎の放流鮎の放流

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （河川環境整備事業（河川環境整備事業（河川環境整備事業（河川環境整備事業 2/2））））

瀬野川瀬野川瀬野川瀬野川（せのがわ）（せのがわ）（せのがわ）（せのがわ） 安芸区中野安芸区中野安芸区中野安芸区中野

15151515

● 広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業広島市の河川事業 （準用河川改修事業）（準用河川改修事業）（準用河川改修事業）（準用河川改修事業）

榎山川榎山川榎山川榎山川（えのやまがわ）（えのやまがわ）（えのやまがわ）（えのやまがわ） 安芸区瀬野安芸区瀬野安芸区瀬野安芸区瀬野 再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法

16161616



● 再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法 （事業単位の取り方、評価項目）（事業単位の取り方、評価項目）（事業単位の取り方、評価項目）（事業単位の取り方、評価項目）

河川名
区分

一級河川小河原川一級河川小河原川一級河川小河原川一級河川小河原川 準用河川岩上川準用河川岩上川準用河川岩上川準用河川岩上川

事業単位の
取り方

東区福田六丁目～同五丁目

Ｌ＝１，４５０ｍ
安佐北区落合南三丁目～同五丁目

Ｌ＝８３２ｍ

【設定の考え方】
一連の効果が発現する区間一連の効果が発現する区間一連の効果が発現する区間一連の効果が発現する区間（（（（国庫補助事業としての採択区間国庫補助事業としての採択区間国庫補助事業としての採択区間国庫補助事業としての採択区間））））

評価項目

１１１１ 事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化事業を巡る社会経済情勢等の変化

・災害発生時の影響、過去の災害実績、災害発生の危険度、

地域開発の状況、地域の協力体制、関連事業との整合

２２２２ 事業の投資効果事業の投資効果事業の投資効果事業の投資効果

・費用対効果分析、その他事業の投資効果

３３３３ 事業の進捗状況事業の進捗状況事業の進捗状況事業の進捗状況

・事業の経過、進捗率、残事業の内容等

４４４４ 事業の進捗の見込み事業の進捗の見込み事業の進捗の見込み事業の進捗の見込み

・事業が長期化している理由、今後の見通し等

５５５５ コスト縮減や代替案立案等の可能性コスト縮減や代替案立案等の可能性コスト縮減や代替案立案等の可能性コスト縮減や代替案立案等の可能性
17171717

● 再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法 （費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）

18181818

【【【【総便益＝河川改修により防止できる被害額総便益＝河川改修により防止できる被害額総便益＝河川改修により防止できる被害額総便益＝河川改修により防止できる被害額】】】】
※治水経済調査マニュアル（案）に基づく

①洪水による氾濫の範囲（①洪水による氾濫の範囲（①洪水による氾濫の範囲（①洪水による氾濫の範囲（氾濫原氾濫原氾濫原氾濫原）を設定）を設定）を設定）を設定

↓↓↓↓

②洪水の発生確率ごとに②洪水の発生確率ごとに②洪水の発生確率ごとに②洪水の発生確率ごとに想定氾濫区域想定氾濫区域想定氾濫区域想定氾濫区域を計算を計算を計算を計算

（氾濫シミュレーションの実施）（氾濫シミュレーションの実施）（氾濫シミュレーションの実施）（氾濫シミュレーションの実施）

↓↓↓↓

③③③③想定氾濫区域想定氾濫区域想定氾濫区域想定氾濫区域内にある資産状況から内にある資産状況から内にある資産状況から内にある資産状況から想定被害額想定被害額想定被害額想定被害額を計算を計算を計算を計算

（家屋・農作物・公共土木施設など）（家屋・農作物・公共土木施設など）（家屋・農作物・公共土木施設など）（家屋・農作物・公共土木施設など）

↓↓↓↓

④④④④年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額を計算を計算を計算を計算

（（（（想定被害額想定被害額想定被害額想定被害額××××洪水の発生確率）洪水の発生確率）洪水の発生確率）洪水の発生確率）

↓↓↓↓

⑤５０年間の⑤５０年間の⑤５０年間の⑤５０年間の総便益総便益総便益総便益を計算（現在価値化）を計算（現在価値化）を計算（現在価値化）を計算（現在価値化）

（（（（年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額年平均被害軽減期待額の総額＋施設の残存価値）の総額＋施設の残存価値）の総額＋施設の残存価値）の総額＋施設の残存価値）

● 再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法 （費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）

19191919

【【【【総費用＝建設費＋維持管理費総費用＝建設費＋維持管理費総費用＝建設費＋維持管理費総費用＝建設費＋維持管理費】】】】

①①①①建設費建設費建設費建設費++++維持管理費（５０年分）の総和維持管理費（５０年分）の総和維持管理費（５０年分）の総和維持管理費（５０年分）の総和を現在価値化を現在価値化を現在価値化を現在価値化

（維持管理費は建設費の０．５％を見込む）（維持管理費は建設費の０．５％を見込む）（維持管理費は建設費の０．５％を見込む）（維持管理費は建設費の０．５％を見込む）

経済性の評価経済性の評価経済性の評価経済性の評価 費用便益比（費用便益比（費用便益比（費用便益比（BBBB／／／／CCCC））））
（参考）純現在価値（（参考）純現在価値（（参考）純現在価値（（参考）純現在価値（BBBB－－－－CCCC））））

⑤総便益（⑤総便益（⑤総便益（⑤総便益（BBBB）の算定）の算定）の算定）の算定※現在価値化
・評価対象期間 ：整備後50年間
・便益（年平均被害軽減期待額の総額）、施設の残存価値

③想定被害額の算定③想定被害額の算定③想定被害額の算定③想定被害額の算定（確率規模別の想定被害額を算定）
・直接被害（家屋・農作物の被害、公共土木施設 等）
・間接被害（営業停止による損失 等）

④年平均被害軽減期待額の算定④年平均被害軽減期待額の算定④年平均被害軽減期待額の算定④年平均被害軽減期待額の算定

資産分布状況資産分布状況資産分布状況資産分布状況 ②氾濫シミュレーション実施②氾濫シミュレーション実施②氾濫シミュレーション実施②氾濫シミュレーション実施
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● 再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法再評価の考え方及び手法 （費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）（費用対効果分析）

※※※※治水経済調査マニュアル（案）治水経済調査マニュアル（案）治水経済調査マニュアル（案）治水経済調査マニュアル（案）
に基づき作成に基づき作成に基づき作成に基づき作成

①総費用（①総費用（①総費用（①総費用（CCCC）の算定）の算定）の算定）の算定
※現在価値化

・評価対象期間：
整備期間＋50年間

・建設費、維持管理費

費用費用費用費用
再評価再評価再評価再評価

便益便益便益便益

①対象氾濫原の設定①対象氾濫原の設定①対象氾濫原の設定①対象氾濫原の設定


